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第 2 章では、帯域の拡大を許容したトレリス符号化変調 (TCM) 方式を提案し、その特性解析を行っている。
TCM 方式は一般にセットパーティショニングによるマッピングを行い、符号化に必要な冗長成分を信号点多値数に
転換する方式であるが、ここでは符号化による冗長成分を信号点多値数に転換するのではなく、帯域の拡大に割り当
てる Symbol-rate-increased (SRI) TCM 方式について考える。 SRI TCM 方式は、従来の TCM 方式に比べて簡単
な回路を追加するだけでいっそう大きな符号化利得が得られる一方で、帯域拡大率が変調多値数によって一意的に定




第 3 章では、受信バッフアサイズを有限にした Selective-Repeat (SR) 方式によるハイブリッド ARQ のフェージ
ング伝送路に対する特性を解析している。受信バッフアサイズを有限にした SRARQ としてモード切替型 ARQ が
良く知られているが、 SR と組み合わせるモードによってロジックの複雑度およびスループット特性が異なる。ここ
では、送信バッファに蓄えられた誤りのあるブロックを順番に繰り返し送信する Multicopy (MC) モードを提案し、
SR+MC 方式の AWGN 伝送路上での ARQ のスループット特性を解析すると共に、 Round-Trip-Delay CRTD) と
スループットの関係を明らかにし、 Reed-Solomon CRS) 符号を用いた Type- 1 ハイブリッド ARQ のフェージング
伝送路における特性の解析を行っている O
第 4 章では、画像・音声・データなどを 1 つのパケットで伝送するマルチメディア多重化方式の誤り訂正方式を提
案しその性能について示している。ここでは、 ITU-T標準のマルチメディア多重化方式H.223を元に、画像やデー
タ等のストリームを短縮化 RS 符号とオプションの ARQ を利用して、伝送路の状態およびサービス品質 CQoS) な
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(2)バッフアサイズを有限にした SR-ARQ CSelective Repeat-Automatic Repeat reQuest) の伝送効率をできるだ








学の発展に寄与するところが大き t '0 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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